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氷
川
神
社
本
社
神
輿
修
復

奉
賛
者
芳
名
板
完
成

本社神輿蔵内に完成した芳名板(写真右の２つ)

昨年の神幸祭の様子

昨
年
８
月
に
高
円
寺
氷
川
神
社
本
社
神
輿
が
誕
生
し
て
か

ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
御
代
替
わ
り
の
年
に

神
幸
祭
を
斎
行
し
て
、
氏
子
地
域
の
皆
様
に
本
社
神
輿
を
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
本
社
神
輿
は
元
々
高
円

寺
北
一
丁
目
町
会
の
町
会
神
輿
を
ご
奉
納
戴
い
た
も
の
を
一

年
近
い
修
復
期
間
を
経
て
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

今
春
、
本
社
神
輿
修
復
金
奉
賛
者
の
お
名
前
を
刻
印
し
た

芳
名
板
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
社
神
輿
蔵
内
に
本
社

神
輿
と
並
ぶ
形
で
永
久
保
存
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

本
社
神
輿
誕
生
に
際
し
て
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
御
奉
賛

を
賜
り
ま
し
た
。
す
べ
て
の
関
係
者
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
た
め
、
神
幸
祭
が
中
止

と
な
り
、
氏
子
地
域
を
巡
幸
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

例
大
祭
期
間
中
は
本
社
神
輿
蔵
を
開
放
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
拝
に
お
越
し
に
な
り
本
社
神
輿
を
ご
覧
に
な
っ
て
戴
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和２年８月吉日 第１７３号 (令和２年８月号)

高
円
寺
氷
川
神
社

本
社
神
輿
修
復
金
奉
賛
者
御
芳
名

金

参
拾
萬
円

渡
辺
建
設
株
式
会
社

由
井
建
設
株
式
会
社

金

弐
拾
萬
円

高
円
寺
南
中
央
町
会

祭
礼

金

壱
拾
萬
円

三
上

英
子

渡
辺

忠
司

村
田

光
紘

大
河
原
章
雄

大
河
原
和
雄

高
円
寺
北
庚
申
文
化
会

長
仙
寺

大
丸
屋
質
店

向
後
広
信

氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

工
藤
綜
合
法
律
事
務
所

岩
堀

安
三

矢
嶋

功
作

紺
谷

尚
昌

金

伍
萬
円

髙
田

芳
作

株
式
会
社
ノ
グ
チ
不
動
産

豊
喜
屋

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

高
円
寺
支
店

株
式
会
社
大
槻
装
束
店

有
限
会
社
石
吉

田
中

成
志

か
め
や

市
川
敬
喜

田
丸
屋
不
動
産

内
田

幾
雄

平
安
祭
典

高
円
寺
会
館

村
田
光
一
郎

里
見

秀
和

高
円
寺
南
氷
川
町
会

鑓
田

政
信

高
円
寺
緑
ヶ
丘
町
会

三
村
建
設
株
式
会
社

金

参
萬
円

島
田

嘉
明

高
円
寺
交
通
株
式
会
社

坂
井

勝
広

ミ
カ
ド
薬
局

高
円
寺
中
通
町
会

高
円
寺
北
一
丁
目
町
会

小
さ
な
不
動
産
屋

有
限
会
社
信
玄
運
送

さ
ぬ
き
や

金

弐
萬
円

渡
辺

孝
司

武
田

周
吾

二
瓶
紀
久
男

山
田

滉

有
限
会
社
福
寿
興
産

ハ
タ
ノ
建
物
株
式
会
社

山
下

清

し
ず
く

伊
藤

康
雄

合
同
会
社

Ｉ
Ｌ
Ｓ
Ｋ

高
円
寺
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合

金

壱
萬
円

村
中

丈
祐

江
澤

忠
行

藤
崎

明

西
川

道
雄

二
瓶

喜
真

大
東
京
信
用
組
合
高
円
寺
支
店

福
井
美
知
子

食
事
処

む
ら
た

湊
屋
酒
店

奥
田

敬
三

肉
の
相
州
屋

小
泉

好
一

星

孝
男

岡
野
三
千
子

伊
藤

貴
世

蔵
王
薬
局

大
石

芳
樹

松
川

政
明

西
川

正
雄

三
潴
修
學
院

公
益
社
団
法
人

杉
並
法
人
会

出
口
雄
彦

石
井

良

藤
森

ハ
ル
エ

番
場

昭
二

大
森

則
子

中
村

司

洞
口

弘
一

青
山

亨

野
中

勝

野
原

朝
明

高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
実
行
委
員
会

佐
山

朝
子

高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

平
野

淳
一

高
円
寺
あ
づ
ま
通
り
商
店
会

高
円
寺
南
商
店
会

粋
紫
輦

株
式
会
社
モ
ア
プ
ラ
ス

高
円
寺
パ
ル
商
盛
会

高
円
寺
北
二
丁
目
町
会

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会

株
式
会
社
ケ
ン
ズ
ア
ー
キ
テ
ク
ト

有
限
会
社
セ
ノ
オ

東
京
都
氏
子
青
年
協
議
会

幸
寿
司

高
円
寺
北
中
央
自
治
会

山
岸

正
博

高
円
寺
南
中
央
通
り
商
店
会

抱
瓶

小
松
原
庸
子

小
林

啓
男

中
里

勝

浅
井

俊
昭

戸
塚

康
司

高
南
宝
扇
会

上
野

徹
雄

株
式
会
社
小
林
米
店

佐
野
歯
科
医
院

亀
屋
精
肉
店

天
名
家

株
式
会
社
サ
ニ
ー
フ
ー
ド

芦
野

隆
一

阿
含
宗
東
京
地
区
城
西
エ
リ
ア

順
不
同
・
敬
称
略

修
復

東
京
浅
草

宮
本
重
儀
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
三
十
七
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
三
十
七
話
は
元
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど

り
振
興
協
会
理
事
長
、
元
杉
並
区
議
会
議
員
、

武
田
周
吾
さ
ん
で
す
。

「
高
円
寺
で
八
十
八
年
」 武

田

周
吾

た
け
だ

し
ゅ
う
ご

「
こ
う
え
ん
じ
ん
」
へ
の
依
頼
は
以
前

か
ら
戴
い
て
い
た
が
、
体
調
の
事
も
あ
り

遠
慮
し
て
い
た
。
し
か
し
最
近
の
社
報
で

は
同
年
代
の
方
も
投
稿
し
て
い
る
の
に
刺

激
を
受
け
、
私
も
筆
を
執
る
こ
と
に
し
た
。

高
円
寺
に
生
ま
れ
早
く
も
８
８
年
。
幼

少
期
に
山
梨
に
疎
開
し
た
一
時
期
を
除
き

高
円
寺
で
育
っ
た
。
疎
開
先
か
ら
戻
っ
た

矢
先
に
高
円
寺
を
襲
っ
た
大
空
襲
。
高
円

寺
に
も
所
々
に
火
柱
が
立
ち
、
周
辺
が
全

て
焼
け
た
光
景
は
明
瞭
に
記
憶
し
て
い
る
。

非
常
に
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

本
当
に
つ
ら
く
怖
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
時
中
は
出
兵
に
出
る
兵
士
が
氷
川
神
社

に
集
ま
り
神
事
を
し
て
か
ら
高
円
寺
駅
ま

で
皆
で
見
送
っ
た
も
の
だ
。
直
近
４
年
間

は
杉
並
八
小
で
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に

こ
の
よ
う
な
「
戦
争
体
験
」
の
お
話
し
を

さ
せ
て
戴
い
た
。

氏名 ： 武田周吾
(タケダシュウゴ)

生年月日： 昭和７年６月４日
出身 ： 杉並区高円寺南
趣味 ： 囲碁
高円寺お薦めスポット

： 高円寺の参道
一言 ： 正直に生きる ３

令和２年８月吉日 第１７３号 (令和２年８月号)

お
世
話
に
な
っ
た
先
々
代
宮
司
の
山
本
実
と

大
学
卒
業
後
、
衛
生
白
衣
の
販
売
に
携

わ
り
、
全
国
の
お
客
さ
ん
の
も
と
へ
飛
び

回
っ
た
。
そ
の
後
、
２
５
歳
の
時
に
独
立

し
て
同
じ
衛
生
白
衣
の
商
売
を
始
め
た
。

こ
の
頃
氷
川
神
社
の
先
々
代
宮
司
の
山
本

実
さ
ん
に
は
本
当
に
か
わ
い
が
っ
て
戴
き
、

お
世
話
に
な
っ
た
。
い
つ
も
自
転
車
で
氏

子
地
域
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
姿
が
今
で
も

焼
き
付
い
て
い
る
。

商
売
を
始
め
た
も
の
の
な
か
な
か
う
ま

く
い
か
な
い
。
ど
う
も
商
売
に
は
向
い
て

い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後

色
々
な
ご
縁
が
あ
り
、
杉
並
区
議
会
議
員

に
立
候
補
し
、
最
初
の
選
挙
は
落
選
と

な
っ
た
が
、
昭
和
５
８
年
、
５
０
歳
の
時

に
当
選
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
選
挙
で
ご

支
援
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
は
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
当
選
後
、

５
期
２
０
年
務
め
さ
せ
て
戴
い
た
。
在
任

中
で
最
も
思
い

出
に
残
っ
て
い

る
事
業
は
「
南

商
店
街
通
り
の

電
線
地
中
化
事

業
」
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
予
算

の
中
、
実
現
す

る
こ
と
が
出
来

た
。
完
成
時
に

は
商
店
街
で
パ

レ
ー
ド
を
し
て

皆
で
お
祝
い
し

た
の
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
。

武田さんの号令で阿波
おどりが始まります

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺

阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
の
初
代
理
事
長

を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
２
期
８
年
を
務
め

さ
せ
て
戴
い
た
。
若
い
世
代
に
は
知
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
で
は
大
き
く
な
っ
た
こ
の
阿
波
お
ど

り
は
元
々
は
氷
川
神
社
で
の
奉
納
お
ど

り
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時

お
隣
の
阿
佐
谷
で
は
七
夕
祭
り
と
い
う

地
域
に
根
付
い
た
お
祭
り
が
あ
っ
た
が
、

高
円
寺
に
は
大
き
な
行
事
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
高
円
寺
の
青
年
が
中
心
と
な
り

「
ば
か
お
ど
り
」
を
始
め
、
そ
れ
が
今

の
阿
波
お
ど
り
に
成
長
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。
理
事
長
を
退
任
し
た
後
す
ぐ

に
病
気
を
患
っ
た
が
、
今
年
何
と
か
米

寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

氷
川
神
社
も
代
替
わ
り
を
迎
え
て
、

若
返
っ
た
。
今
後
も
氏
子
地
域
の
皆
で

神
社
を
支
え
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

主な職歴・表彰歴
・杉並区議会議員(５期２０年・無所属)
・NPO法人東京高円寺阿波おどり振興協会理事長(４期８年)

・旭日双光章受賞(平成１９年)
・秋の勲章及び褒章(平成２０年)

秋
の
勲
章
及
び
褒
章
伝
達
記
念

(

平
成
２
０
年) 

一
番
左
が
武
田
さ
ん

中
央
は
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事

石
原
伸
晃
さ
ん
と
記
念
撮
影

石原慎太郎元都
知事より表彰を
受ける武田さん

選
挙
期
間
中
に
支
援
者
と
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ひ
か
わ
１
７
３
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
７
月
は
雨
が
続
き
、

各
地
で
大
き
な
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
も

再
び
拡
大
局
面
に
入
っ
て
お
り
、

重
苦
し
い
雰
囲
気
は
続
き
ま
す
。

８
月
は
高
円
寺
名
物
の
阿
波
お

ど
り
が
中
止
と
な
り
ま
す
。
ま

た
今
年
の
例
大
祭
は
残
念
な
が

ら
、
最
小
限
の
規
模
で
斎
行
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
出
来
る
こ

と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
感
染
防

止
対
策
を
き
ち
ん
と
励
行
し
て

日
々
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

４

🌸

お
知
ら
せ

🌸

令和２年８月吉日 第１７３号 (令和２年８月号)

今
月
の
盆
栽

◆
気
象
神
社
鳥
居
に
社
額
を

設
置
し
ま
し
た

今
年
か
ら
氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ

ビ
ア
デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社

に
届
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
び
気
象
神
社
鳥
居
に
社

額
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
鳥
居

に
は
昨
年
注
連
縄
を
設
置
し
て
、

参
拝
者
か
ら
と
て
も
好
評
で
し
た
。

今
回
社
額
を
設
置
し
た
こ
と
で
気

象
神
社
の
雰
囲
気
が
ま
す
ま
す
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

◆
「
日
本
経
済
新
聞
」
で
気
象

神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

７
月
２
６
日(

土)

夕
刊
の
「
ひ

と
・
ま
ち
探
訪
」
で
気
象
神
社
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
神
社
の
由
緒
、

昨
夏
公
開
さ
れ
た
映
画
「
天
気
の

子
」
に
登
場
し
た
こ
と
や
、
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
団
体

の
こ
と
が
記
事
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈

祷
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

の
為
、
間
隔
を
空
け
て
、

喚
起
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

１
４
７
号(

２
０
１
８

年
７
月
号)

か
ら
現
在
の

様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、

過
去
の
社
報
を
お
求
め
に

な
り
た
い
方
は
お
気
軽
に

神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。(

１
４
７
号
～

が
対
象
と
な
り
ま
す)

真
柏

～令和２年 例大祭～
◆日時 ８月３０日(日) １０時斎行◆
・新型コロナウイルス感染防止対策の為、規模を縮小して、
神事のみ執り行います。
・境内露店出店、神楽殿での奉納芸能は中止となります。
・神幸祭も中止となりますが、８月29日(土)30日(日)は、
本社神輿蔵を開放しますので、是非お立ち寄りください。

注
連
縄
と
社
額
を
設
置
し
た
こ
と
で

雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
ま
し
た

◆
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
㈱

「
ム
ー
ン
ダ
ス
ト
」
ご
奉
納

新
年
に
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ズ
㈱

様
が
晴
天
祈
願
に
お
越
し
に
な
り
ま
し

た
。
日
頃
宝
扇
会
が
花
の
手
入
れ
を
し

て
く
れ
る
こ
と
を
話
す
と
、
と
て
も
感

激
さ
れ
て
、
そ
れ
以
来
定
期
的
に
同
社

開
発
の
「
ム
ー
ン
ダ
ス
ト
」
と
い
う
花

を
奉
納
し
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。
世
界

で
唯
一
の
青
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
と

て
も
美
し
く
気
象
神
社
に
彩
り
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

今
後
は
気
象
神
社
境
内
に
花
壇
を
作

る
考
え
も
あ
り
ま
す
。
お
越
し
に
な
る

皆
様
が
気
持
ち
よ
く
参
拝
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

青
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
拝
殿
の
荘
厳

な
雰
囲
気
と
合
い
ま
す

青
風
知
草

山
も
み
じ

西
洋
し
の
ぶ


